
長久手市中央図書館 事業報告（5月）

おはなし会

たのしいね♪ともだちたくさん！
進級によるクラス替えや進学など、友達関係の環境が変わる時期
に合わせ、友達をテーマとした絵本や童話を約２００冊選書。 「け
んかをした日に読む本」「泣いた赤おに」など。

「子ども読書の日」いちにちおは

えいごのおはなし会
（レディバグ）

５／２６（土）      ３８ 人

閲覧室内企画展示〔5月〕

テーマ 資料内容

おはなし会〔幼児から低学年〕
（図書館ボランティア）

５／１９（土） ２２人

ブックスタートおはなし会
（図書館ボランティア協力）

５／１９（土）
４７人

対象児　 １８人

おはなし会〔幼児から低学年〕
（吾亦紅）

５／１２（土） １１人

乳幼児向けおはなし会
（図書館ボランティア）

５／１７（木） ２１人

事業名 日時 参加人数

乳幼児向けおはなし会〔ブックスタート
併用日〕（図書館ボランティア協力）

５／３（木・祝）
62人

対象児　 15人

図書館見学（授業：小学３年生社会見学）

東小学校

市が洞小学校
５／３０（水） 　１１７名（３クラス）

５／３１（木） 　７７名（２クラス）

学校名 日時 児童数

５／１８（金） 　52名（２クラス）

西郷隆盛・幕末維新
維新１５０年とＮＨＫ大河ドラマ人気による、幕末・明治期への関
心の高まりを受けて､西郷隆盛、幕末・明治に関連する歴史・人
物・小説・美術資料を６０冊展示。

図書館　おりがみ部　春の部
前回好評であった折り紙の本と、中央図書館職員の作品を、春を
テーマに一緒に展示。「おりがみ花くすだま」、「バラと折り紙と数
学と」など約２０冊。

文化の家とのコラボレーション企
画
オーケストラと音楽の本・えほん

文化の家の音楽の祭典「おんぱく」にあわせて、オーケストラ、楽
器、音楽に関する絵本や、調べ学習向けの児童書など６0冊。

「子ども読書の日」いちにちおは
なし会連動
読みきかせグループ、図書館司
書、学校連携司書のおすすめ本

「子ども読書の日」いちにちおはなし会に参加するおはなし会ボラ
ンティアグループと図書館司書、学校連携司書が薦める本、約３
０冊。

知らない世界へ行ってみよう！
今まで知らなかった世界をテーマに、世界各国への旅や冒険、
宇宙へも目を向けて、８８冊の児童書を選書。「シンドバッドの冒
険」「うちゅうはきみのすぐそばに」など。

資料４



会議等

6月の予定

おはなし会

ブックスタートおはなし会
６／１６（土）

おはなし会〔幼児から低学年〕
（吾亦紅）

６／９（土）

おはなし会〔幼児から低学年〕
（図書館ボランティア）

６／１６（土）

事業名 日時

大人のおはなし会〔読書会〕
（吾亦紅）

６／５(火）

乳幼児向けおはなし会〔ブックスタート
併用日〕
（図書館ボランティア協力）

６／７（木）

備考

第１回長久手市中央図書館運営
協議会

５／２５（金）１０：００～

委員委嘱及び委員長等選出について
平成29年度事業報告及び平成30年度
事業概要について
第2次長久手市子ども読書活動推進計
画について

事業名 日時

閲覧室内企画展示は、５月下旬からの内容を継続

図書館見学（授業：小学３年生社会見学）

南小学校

長久手小学校

西小学校 ６／２８（木） 　８８名（３クラス）

北小学校
６／１２（火） 　１１０名（３クラス）

６／１３（水） 　７４名（２クラス）

６／２２（金） 　１０５名（３クラス）

学校名 日時 児童数

６／１（金） 　１２０名（３クラス）

ブックスタートおはなし会
（図書館ボランティア協力）

６／１６（土）

乳幼児向けおはなし会
（図書館ボランティア）保健師育児相談

６／２１（木）

えいごのおはなし会
（レディバグ）

６／２３（土）



平成３０年度 中央図書館事業進捗状況管理表
年間スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
進捗状況・結果 備　考事業名 課題 目標 実施項目

・児童館本と図書館本と
に分別した回答様式を協
議し定めた。
・長久手南児童館での利
用状況調査方法を協議。
読書記録の義務化は児
童に抵抗感を生み、か
えって図書室利用を阻害
するなど意見あり。別方
法を検討することとした。

第２次子ども読書活
動推進計画
基本目標Ⅱ-２-（２）

2
中高生向け特
化棚づくり事業

中高生向けの棚
の利用冊数が少
ない

中高生向けの棚の
貸出冊数
年間7,000冊

１.新着図書リストを２ヶ月ごと
に作成、掲示。

２.図書館ホームページ内の
該当ページを２ヶ月ごとに更
新。

３.中学校図書館での情報掲
示。

４．市内の２高校の図書館便
りを２ヶ月に１度掲示更新

新着図書をリスト化して掲
示。ホームページにも掲
載。本体は表紙の見える
配置。

推薦本を選び、表紙の見
える配置。

市内の２高校の図書館便
りを掲示更新。

第２次子ども読書活
動推進計画
基本目標Ⅱ-１-（２）

1
児童館図書室
での貸出事業

・貸出状況が把握
されていない。

・司書による定期
的なメンテナンス
が必要

・貸出状況調査の実
施

・長久手南児童館を
モデル館とし、年間
貸出数400冊（前年
度360冊）

１.団体貸出本の入替え、対象
年齢別に本を棚に配置。

２. 図書室の貸出冊数を記
録。

防犯カメラの設置表示を

１.不明化傾向分析に基づく本
の配置換え。

２.本にマーキング（館所蔵を

児童館と入換え方法、状況調査調査方法を調整整備済み４館のメンテナンス入替えに向けた現場での除籍本調査・選定（青少年児童センター）除籍本選定（青少年児童センター）①選書、②表示類の準備（青少年児童センター）①新しい本の納本、配置、②表示類の飾り付け（青少年児童センター）

新着図書リストの作成、掲示

図書館ホームページ内の該当ページを毎月更新

中学校図書館

不明化傾向分析に基づく本の配置換え、.本にマーキング（館所蔵を表示）

高校の図書

館便り掲示

各館での団体貸出本の入替え、配架調整

状況分析と検証（３か月毎）

児童館との作業内容協議

防犯カメラの設置表示を
新しいものに貼り換え。

不明化傾向分析に基づく
本の配置換えを継続。

本にマーキング（館所蔵
を表示）を継続。

4 延滞対策事業
延滞本が発生して
いる

週次集計時点での延
滞冊数を500冊以内
とする。

１.15日以上の延滞者に督促
はがきを毎週郵送

２.長期延滞者宛のはがきは
色を変更

３.延滞者への注意喚起カラー
カードを作成し、窓口で渡す

長期延滞者宛のはがきは
黄色とした。紙面レイアウ
トも見直して発注準備。

延滞者への注意喚起カ
ラーカードの様式の詳細
を、現場意見を踏まえて
再調整。

3
不明化対策事
業

不明本が発生して
いる

年間の不明本冊数
減らす。
（前年度209冊、目標
150冊）

２.本にマーキング（館所蔵を
表示）

３.書架整理・返本ボランティア
増員による土日祝日の抑止
力強化

4．返却場所不明本用の小型
書架の増設（３台）

５.防犯カメラ等の表示貼替え

書架整理・返本ボ

ランティア増員

返却場所不明本用の小型書架の増設（３台）

集計と検証（毎月）

668冊 482冊

延滞者に督促はがきを毎週郵送（通年）

防犯カメラ等の表示貼替え 黄ばみ等の点検、位置の変更など

延滞者への注意喚起カードの作成 ／ 窓口での配布（通年）

集計と検証（毎月）

4冊 １冊



平成３０年度 中央図書館事業進捗状況管理表
年間スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
進捗状況・結果 備　考事業名 課題 目標 実施項目

　

読み聞かせ…小学校全
校で実施

ブックトーク…小学校３校
で実施

第２次子ども読書活
動推進計画
基本目標Ⅰ-５-（３）

5
学校図書館の
貸出事業

子どもが毎日通う
学校の図書館で
貸出を増やす必
要がある

年間貸出冊数
小学校160,000冊
（H28 146,926冊）
中学校9,300冊
（H28 8,653冊）

学校連携司書による取り組み
◎読書の楽しさ伝授
・読み聞かせ
・ブックトーク
◎興味や関心に応じた本の
紹介
・子どもの読書相談に応談

読み聞かせ・ブックトーク（１学

期間に２回）

読み聞かせ・ブック

トーク（１学期間に２

子どもの読書相談に応談（常時） 子どもの読書相談に応談（常時） 子どもの読書相

談に応談（常時）

読み聞かせ・ブックトーク（１学

期間に２回）


